
Ⅰ
．
動
脈
硬
化
と
は

動
脈
硬
化
と
は
、
動
脈
の
血
管
壁

が
老
化
し
て
硬
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

血
管
の
内
側
に
脂
質
や
細
胞
が
蓄
積

し
、
血
管
の
内
側
に
血
の
塊
や
潰
瘍

が
で
き
て
狭
く
な
り
、
血
管
壁
が
硬

く
な
る
変
化
で
す
。
そ
し
て
動
脈
硬

化
症
と
は
、
前
述
の
進
行
に
伴
い
特

定
の
臓
器
に
虚
血
と
関
連
す
る
疾
患

を
生
じ
う
る
病
態
で
す
。
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
の
よ
う
な
冠
動
脈
疾
患
、

脳
梗
塞
の
よ
う
な
脳
血
管
疾
患
、
あ

る
い
は
大
動
脈
瘤
や
閉
塞
性
動
脈
硬

化
症
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

動
脈
硬
化
は
動
脈
の
部
位
や
大
き

さ
に
応
じ
て
病
像
が
異
な
り
、
①
粥

状
動
脈
硬
化
症
、
②
メ
ン
ケ
ベ
ル
グ

型
動
脈
硬
化
症
、
③
細
動
脈
硬
化
症
、

④
動
脈
壁
硬
化
症
の
４
種
類
に
分
類

さ
れ
ま
す
。

１
．
粥
状
動
脈
硬
化
症

大
動
脈
な
ど
の
弾
性
型
動
脈
や
冠

動
脈
な
ど
の
筋
性
動
脈
に
生
じ
、
血

管
の
内
膜
を
中
心
に
病
変
が
進
行
し

ま
す
。
内
膜
に
脂
質
を
含
む
ア
テ
ロ
ー

ム
（
粥
腫
）
が
限
局
的
に
蓄
積
し
、

次
第
に
内
膜
の
全
体
を
占
め
、
血
管

内
腔
の
狭
窄
や
閉
塞
を
起
こ
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
血
管
が
弱
く

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
灰
化
、
潰
瘍

や
血
栓
の
形
成
、
動
脈
瘤
形
成
や
出

血
な
ど
の
２
次
的
な
変
化
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２
．
メ
ン
ケ
ベ
ル
グ
型
動
脈
硬
化
症

中
等
大
の
動
脈
（
筋
性
動
脈
）
の

中
膜
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
沈
着
し
て
石

灰
化
し
動
脈
硬
化
を
き
た
す
も
の
で

す
。
中
高
年
の
四
肢
の
動
脈
に
認
め

ら
れ
ま
す
。
こ
の
病
変
自
体
は
血
管

内
腔
を
狭
く
し
な
い
の
で
、
動
脈
硬

化
に
伴
う
臓
器
障
害
は
生
じ
ま
せ
ん
。

３
．
細
動
脈
硬
化
症

腎
臓
・
脾
臓
・
心
臓
・
脳
・
網
膜

な
ど
の
細
動
脈
に
生
じ
る
動
脈
硬
化

を
細
動
脈
硬
化
と
い
い
ま
す
。
動
脈

硬
化
は
高
血
圧
の
影
響
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
、
高
血
圧
性
血
管
障
害
に

特
徴
的
で
す
。
血
管
の
弾
力
性
が
低

下
し
、
微
小
動
脈
瘤
、
血
栓
に
よ
る

内
腔
閉
塞
、
出
血
の
原
因
に
な
り
ま

す
。

４
．
動
脈
壁
硬
化
症

粥
状
動
脈
硬
化
は
内
膜
を
中
心
と

し
た
変
化
で
あ
る
の
に
対
し
、
動
脈

壁
硬
化
症
は
中
膜
を
中
心
と
し
た
変

化
で
す
。
年
齢
の
上
昇
に
伴
い
大
動

脈
の
弾
性
型
動
脈
の
中
膜
の
弾
性
繊

維
が
減
少
し
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
繊
維
が

増
加
し
ま
す
。
そ
の
結
果
動
脈
壁
の

硬
化
が
生
じ
る
も
の
で
す
。

Ⅱ
．
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー

動
脈
硬
化
は
年
齢
と
と
も
に
進
行

し
ま
す
が
。
そ
の
ほ
か
に
進
行
を
促

進
さ
せ
る
様
々
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

高
血
圧
、
喫
煙
、
糖
尿
病
、
脂
質
代

謝
異
常
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

１
．
性
差
・
年
齢

動
脈
硬
化
は
一
般
に
、
女
性
に
比

べ
、
男
性
が
早
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
罹
患
率
や
死
亡
率
は
、
冠
動
脈

疾
患
で
は
男
性
が
女
性
の
２
倍
で
あ

り
、
脳
血
管
疾
患
で
は
男
性
は
女
性

の
約
１
．
５
倍
で
す
。
こ
の
性
差
は

女
性
ホ
ル
モ
ン
（
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の

抗
動
脈
硬
化
作
用
）
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
閉
経
後
は

リ
ス
ク
が
増
大
し
ま
す
）

冠
動
脈
疾
患
は
、
男
性
で
は
40
歳

頃
、
女
性
で
は
55
歳
頃
か
ら
増
加
し

て
お
り
、
脳
血
管
疾
患
は
男
女
共
に

40
歳
以
上
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
年

齢
に
伴
う
動
脈
硬
化
の
進
行
に
は
、

動
脈
壁
の
繊
維
組
織
が
増
加
し
、
石

灰
沈
着
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
生
活
習
慣

①
食
生
活

生
活
習
慣
の
多
様
化
に
よ
り
、
過

食
や
偏
食
、
運
動
不
足
や
不
規
則
な

生
活
が
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰
、
偏
っ

た
栄
養
素
の
摂
取
へ
と
繋
が
り
、
動

脈
硬
化
の
主
な
要
因
で
あ
る
高
脂
血

症
や
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
喫
煙

喫
煙
に
よ
る
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
、

抗
イ
ン
ス
リ
ン
血
症
が
糖
代
謝
異
常
、

脂
質
代
謝
異
常
を
引
き
起
こ
し
て
動

脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

１
日
20
本
以
上
の
喫
煙
で
冠
動
脈
疾

患
の
リ
ス
ク
は
２
～
３
倍
上
昇
し
、

一
日
１
～
４
本
の
み
の
喫
煙
で
も
冠

動
脈
疾
患
の
リ
ス
ク
は
増
大
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
誘
因
と
な
る
疾
患

①
高
血
圧

年
齢
と
共
に
、
血
管
も
老
化
し
て
、

血
圧
を
高
く
し
な
い
と
全
身
に
血
液

を
送
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
血
圧
に
な
る
と
血
管
を

傷
付
け
や
す
く
な
り
、
内
側
の
血
管

に
傷
が
つ
き
血
栓
が
で
き
や
す
く
な

り
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
ま
す
。

②
糖
尿
病
・
糖
代
謝
異
常

糖
尿
病
が
あ
る
こ
と
で
、
心
筋
梗

塞
や
狭
心
症
に
な
る
危
険
性
が
２
～

６
倍
、
脳
卒
中
が
約
２
倍
と
な
り
ま

す
。
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
て
い
る
血

管
内
に
粥
腫
が
で
き
、
血
栓
を
作
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
血
液

の
通
り
が
悪
く
な
り
（
血
流
が
つ
ま
っ

た
り
）
血
管
の
傷
つ
い
た
と
こ
ろ
が

破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
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③
脂
質
異
常
症

高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
血
症
、
低
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
高
Ｔ
Ｇ
（
中
性

脂
肪
）
血
症
が
あ
り
ま
す
。

増
え
す
ぎ
た
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
、
動
脈
の
血
管
の
内
側
に
こ
ぶ

（
プ
ラ
ー
ク
）
を
作
っ
て
血
流
を
悪

く
し
、
あ
る
日
突
然
、
血
液
が
つ
ま

り
最
悪
の
場
合
血
管
を
破
裂
さ
せ
ま

す
。
血
管
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
る
の

は
、
高
血
圧
、
タ
バ
コ
、
糖
尿
病
、

男
性
45
歳
以
上
ま
た
は
女
性
55
歳
以

上
、
心
臓
病
を
起
こ
し
た
家
族
が
い

る
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
少

な
い
、
こ
の
６
つ
の
条
件
（
危
険
因

子
）
に
当
て
は
ま
る
数
が
多
い
ほ
ど
、

心
筋
梗
塞
な
ど
を
起
こ
す
危
険
が
高

ま
り
ま
す
。
リ
ス
ク
別
脂
質
管
理
目

標
値
は
表
1
の
通
り
で
す
。

＊
以
前
は
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を

基
準
に
診
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
動
脈
硬
化
性
疾
患
に
よ
り

影
響
の
大
き
い
Ｌ
Ｄ
Ｌ
（
悪
玉
）
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
値
が
基
準
に
な
り

ま
す
。
病
名
も
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
善
玉
）

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
値
が
高
い
方
が

い
い
の
で
「
脂
質
異
常
症
」
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
診
断
名
や

薬
が
で
る
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
「
高
脂
血
症
」
の
名
称
も
使

い
ま
す
。

Ⅲ
．
治
療

１
．
食
事
療
法

①
一
日
三
食
、
同
じ
量
を
規
則
正
し

く
食
べ
ま
し
ょ
う

②
腹
八
分
目

③
「
早
食
い
、
な
が
ら
食
い
、
ま
と

め
食
い
」
禁
止

④
食
物
繊
維
を
先
に
食
べ
ま
し
ょ
う

⑤
よ
く
噛
み
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ

う⑥
ま
わ
り
に
食
べ
物
を
お
か
な
い
こ

と⑦
好
き
な
も
の
で
も
一
人
前
ま
で

⑧
寝
る
前
の
二
時
間
前
は
重
い
も
の

は
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん

⑨
食
器
を
小
ぶ
り
に
し
ま
し
ょ
う

⑩
外
食
の
と
き
は
ド
ン
ブ
リ
も
の
よ

り
も
定
食
を

（
高
脂
血
症
改
善
の
た
め
の
食
行
動

10
箇
条
よ
り
）

「
こ
の
食
品
だ
け
食
べ
て
い
れ
ば
大

丈
夫
」
と
い
う
特
効
薬
の
よ
う
な
食

品
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
タ
ン
パ
ク
低

カ
ロ
リ
ー
の
食
品
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

や
や
少
な
め
に
食
べ
る
こ
と
。
食
べ

過
ぎ
や
糖
質
・
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
に
注
意
し
て
摂
取
カ
ロ
リ
ー
を
抑

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

２
．
運
動
療
法

初
心
者
に
お
勧
め
し
た
い
の
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
一
回
に
30
分
以
上

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

毎
日
で
き
な
く
て
も
、
空
い
た
時
間

で
一
回
10
分
間
程
度
を
一
日
何
回
か

繰
り
返
す
だ
け
で
も
、
効
果
は
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら

し
た
い
方
は
、
最
低
で
も
一
日
60
分

は
歩
き
ま
し
ょ
う
。

＊
運
動
し
て
い
る
と
き
の
心
拍
数
の

目
安
（
厚
生
労
働
省
「
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
運
動
指
針
２
０
０
６
」
）

138
―
年
齢
÷
２
＝
心
拍
数

例
え
ば
50
歳
の
方
だ
と
113
（
138
―
50

÷
２
＝
113)

と
な
り
ま
す
。

３
．
薬
物
療
法

食
事
・
運
動
療
法
を
3
～
６
ヶ
月

続
け
て
も
効
果
が
現
れ
な
い
場
合
に

は
リ
ス
ク
に
応
じ
て
薬
を
開
始
し
ま

す
。
心
臓
病
再
発
予
防
の
患
者
に
は
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
100
㎎
／d

l

未
満
を
目
標
に
、
医
師
が
生
活
習
慣

の
改
善
に
加
え
て
く
す
り
を
出
し
ま

す
。

＊

近
年
の
食
生
活
の
欧
米
化
や
交

通
手
段
の
発
達
に
伴
う
運
動
量
の
低

下
が
、
肥
満
や
脂
質
異
常
症
、
糖
尿

病
の
割
合
を
増
加
さ
せ
、
さ
ら
に
、

動
脈
硬
化
性
疾
患
の
罹
患
患
者
数
の

増
加
に
大
き
く
関
与
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
は
、
自
覚
症
状
の
乏

し
い
生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
あ
り
、

放
置
す
る
と
最
終
的
に
動
脈
硬
化
を

進
行
さ
せ
心
血
管
系
の
疾
患
を
合
併

す
る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
防
や
再
発
が

大
切
と
な
り
ま
す
。
症
状
が
な
い
か

ら
と
い
っ
て
、
治
療
を
中
断
し
た
り

せ
ず
に
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
と
な
り
ま
す
。

引
用

表
1
．
動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
０
７
年
版
、

日
本
動
脈
硬
化
学
会

【
今
月
の
記
事

看
護
師

米
山
】
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編
集
後
記

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
シ
ー

ズ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
①
手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
②
十
分
な
休
養
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
摂
取

③
症
状
が
出
た
ら
マ
ス
ク
を
着
用
、

外
出
の
自
粛
、
人
に
咳
や
く
し
ゃ

み
を
か
け
な
い
・
・
・
一
人
一
人

の
心
が
け
が
大
切
で
す
。
症
状
が

出
た
ら
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
や
医

療
機
関
に
電
話
を
し
て
受
診
方
法

な
ど
の
指
示
を
受
け
て
下
さ
い
。

当
院
通
院
中
の
方
は
電
話
連
絡
下

さ
い
。
尚
、
ワ
ク
チ
ン
等
の
詳
細

が
決
定
次
第
、
院
内
掲
示
で
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。

【
事
務
長

奈
良
】


